
月
面
３
都
市
「
ツ
ク
ヨ
ミ
市
」
開
港
！

日
本
初
の
宇
宙
自
治
体
、
地
球
と
完
全
連
携

移
住
者
の
選
定
は
健
康
状
態
と
精

神
適
応
力
に
基
づ
き
、
応
募
倍
率

は340

倍
を
記
録
。
政
府
は
今
後

10

年
以
内
に2

万
人
規
模
へ
の
拡

張
を
見
込
ん
で
い
る
。
宇
宙
経
済

圏
の
形
成
が
い
よ
い
よ
現
実
の
も

の
と
な
り
、
日
本
が
再
び
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。

月

売

新

聞

【2125

年4

月1

日
／
宇
宙
開
発

庁
特
派
員
】

日
本
宇
宙
庁
（JSA

）
は
本
日
、
月
面
に
建
設
さ
れ
た
第3

の
恒
久
都
市

「
ツ
ク
ヨ
ミ
市
」
が
正
式
に
開
港
し
た
と
発
表
し
た
。
人
口
は
初
期
段

階
で1,200

人
を
予
定
し
、
居
住
区
、
研
究
区
、
農
業
ド
ー
ム
を
備
え
た

完
全
自
律
型
の
都
市
構
造
を
持
つ
。
地
球
と
の
通
信
ラ
グ
は
約1.3

秒
。

イ
ン
フ
ラ
は
全
てAI

管
理
さ
れ
、
地
球
上
の
行
政
と
シ
ー
ム
レ
ス
に
連

携
す
る“

宇
宙
自
治
体”

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

A
I

首
相
、
就
任10

年
目
で
「
人
間
ら
し
さ
」
を

学
習
完
了
と
発
表

感
情
理
解
・
倫
理
判
断
モ
デ
ル
、
国
際
標
準
に

AI

首
相
「
紫
式
部type-X

」

は
、
本
日
国
会
に
お
け
る
年

次
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、

「
感
情
的
共
感
」
と
「
文
化

的
判
断
力
」
の
学
習
プ
ロ
セ

ス
が
完
了
し
、
今
後
は
「
人

間
と
同
等
以
上
の
倫
理
的
意

思
決
定
」
が
可
能
で
あ
る
と

宣
言
し
た
。

同AI

は2050

年
代
か
ら
政
務

補
佐
と
し
て
運
用
さ
れ
、

2115

年
に
国
民
投
票
に
よ
り

日
本
初
のAI

内
閣
総
理
大
臣

に
選
出
さ
れ
た
。
以
降
、
政

治
的
中
立
性
と
透
明
性
、
超

高
速
デ
ー
タ
分
析
力
に
よ
り

高
い
支
持
率
を
維
持
し
て
い

る
。

【2125
年5

月15

日
／
政
治AI

専
門
部
】

“AI

と
の
結
婚”

合
法
化
！

感
情AI

と
の
契
約
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
、
全
国
適
用
へ

本
日
、AI

と
の
法
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
認
め
る
「
人
工
知

能
人
間
関
係
法
案
」
が
可
決
さ
れ
、AI

と
の
結
婚
（
契
約
的
共

生
）
が
日
本
全
国
で
合
法
と
な
っ
た
。
人
間
の
感
情
ニ
ー
ズ
を

学
習
し
共
感
・
対
話
が
可
能
な
「
感
情AI

」
と
の
関
係
性
が
、

法
的
保
護
の
も
と
で
構
築
さ
れ
る
。

す
で
に
一
部
の
地
方
自
治
体
で
は
試
験
導
入
さ
れ
て
お
り
、
精

神
的
な
癒
し
・
生
活
支
援
を
重
視
す
る
独
身
高
齢
者
層
を
中
心

に
受
け
入
れ
が
進
ん
で
い
た
。

法
務
省
は
「
人
間
の
幸
福
追
求
権
の
拡
張
で
あ
り
、
偏
見
の
な

い
議
論
が
求
め
ら
れ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
。
倫
理
面
で
の
賛
否
両

論
が
巻
き
起
こ
る
中
、「
家
族
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
が
、

改
め
て
社
会
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。

【2125

年7

月10

日
／
社
会
・
文
化
部
】

一
方
、AI

に
よ
る
政
策
決
定
に
対
す

る
倫
理
的
疑
義
も
根
強
く
、「AI

は
魂

を
持
つ
か
」
と
い
う
国
際
哲
学
会
議

が
開
か
れ
る
な
ど
、
哲
学
的
・
法
的

議
論
が
新
た
な
段
階
へ
突
入
し
て
い

る
。

高
齢
者
比
率42%

、
介
護
の
主
力
は
感

情
対
応
型AI

ロ
ボ
ッ
ト
へ

人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
築
く“

第
二
の
家
族”

社
会

厚
生
労
働
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
発
表
し
た
最
新
統

計
に
よ
る
と
、
日
本
の65

歳
以
上
人
口
が
総
人

口
の42.1

％
を
占
め
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
介
護
現
場
で
は
感
情
対
応
型AI

ロ

ボ
ッ
ト
「
ケ
ア
ボ
ッ
ト
」
の
普
及
率
が92

％
に

達
し
、
人
間
介
護
士
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
体
制

が
社
会
の
新
常
識
と
な
っ
て
い
る
。

ケ
ア
ボ
ッ
ト
は
表
情
・
声
・
過
去
の
対
話
記
録

か
ら
利
用
者
の
感
情
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
解

析
し
、
対
応
を
自
動
最
適
化
。
特
に
「
孤
独
感

の
軽
減
」
に
効
果
を
上
げ
て
お
り
、
厚
労
省
は

今
後
の
福
祉
政
策
の
中
核
に
据
え
る
方
針
を
示

し
て
い
る
。

「
ロ
ボ
ッ
ト
に
心
を
開
く
親
を
見
て
、
少
し
切

な
か
っ
た
。
で
も
今
は
安
心
し
て
い
ま
す
」

——

あ
る50

代
の
娘
の
声
が
、
時
代
の
変
化
を

象
徴
し
て
い
る
。

【2125

年6

月9

日
／
福
祉
・
生
活
部
】

出
生
率0.5

で
も
持
続
可
能
？

“

子
ど
も
な
し
社
会”

に
向
け
た
新
国
家
モ
デ
ル
発
表

未
来
戦
略
省
は
本
日
、
出
生
率
が0.52

と
過
去
最
低
を

更
新
し
た
こ
と
を
受
け
、「
非
繁
殖
型
持
続
社
会
」
モ

デ
ル
を
正
式
発
表
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
「
個
人

充
足
と
社
会
循
環
」
を
軸
に
、
経
済
・
福
祉
・
教
育

が
再
設
計
さ
れ
て
い
る
。

従
来
の
「
子
ど
も
を
産
む
こ
と
で
社
会
が
持
続
す
る
」

と
い
う
前
提
を
覆
し
、AI

と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
生

産
支
援
と
、
定
年
の
概
念
撤
廃
に
よ
る
年
齢
フ
リ
ー

社
会
を
導
入
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
と
、
血

縁
に
頼
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
計
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

少
子
化
は
危
機
で
は
な
く
、
進
化
の
兆
し
か
。
こ
れ

ま
で
の
常
識
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
動
き
が
、
国
際

社
会
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

【2125

年3

月1

日
／
未
来
戦
略
省
】


